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鶴
田
町
大
学
生
等
生
活
支
援
臨
時
給
付
金
の

お
知
ら
せ 
 

 
 

 
 

 
 

《
教
育
委
員
会
》 

 

鶴
田
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
就
学
の

継
続
お
よ
び
学
生
生
活
の
維
持
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
大
学
生
等
を
支
援

す
る
た
め
臨
時
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。 

●
給
付
対
象
者 

 

令
和
四
年
一
月
十
四
日
現
在
に
お
い
て
、
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
学
生 

①
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
の
規
定
に
基
づ
く
大

学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、
専
修
学
校
、
高
等
専
門
学
校
（
第
四
学
年
お

よ
び
第
五
学
年
）
の
い
ず
れ
か
に
在
籍
し
て
い
る
学
生 

②
保
護
者
ま
た
は
学
生
本
人
が
鶴
田
町
に
住
所
を
有
す
る
学
生 

●
給
付
額 

五
〇
、
〇
〇
〇
円
（
一
人
一
回
限
り
） 

※
た
だ
し
、
令
和
二
年
度
に
給
付
し
た
方
で
あ
っ
て
も
、
現
在
在
学
中
で
あ

れ
ば
対
象
と
な
り
ま
す
。 

●
申
請
方
法 

 

学
生
本
人
ま
た
は
保
護
者
が
所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印

し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、
鶴
田
町
教
育
委
員
会
学
務
総
務
班
へ
提
出
、

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
必
要
書
類 

①
申
請
書
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
鶴

田
町
教
育
委
員
会
で
も
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
） 

②
令
和
四
年
一
月
十
四
日
以
降
に
発
行
さ
れ
た
在
学
証
明
書
（
コ
ピ
ー
可
） 

③
学
生
の
健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー 

④
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類
の
コ
ピ
ー
（
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
、
学
生
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
等
の
顔
写
真
が
添
付
さ
れ
た
も
の
の
う
ち

い
ず
れ
か
一
つ
、
ま
た
は
、
健
康
保
険
証
と
年
金
手
帳
等
の
二
種
類
） 

⑤
学
生
本
人
名
義
の
通
帳
の
コ
ピ
ー
（
金
融
機
関
名
・
支
店
名
、
口
座
番
号
、

口
座
名
義
人
が
確
認
で
き
る
も
の
） 

●
申
請
期
限 

 

令
和
四
年
三
月
十
八
日
（
金
）
※
必
着
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
く 

●
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先 

 

教
育
委
員
会 

学
務
総
務
班
（
内
線
２
１
３
・
２
１
４
） 

－新型コロナウイルス感染症対策について－ 
町民の皆さま方には、感染防止対策にご協力いただきありがとうございます 。 

－県知事メッセージの内容－ 

1．感染リスクに対する警戒レベルを更に引き上げ、基本的な感染防止対策の徹底を継続しましょう。 

2．不要不急の外出はできるだけ控えましょう。 

3．風邪症状などがあり、体調がすぐれない方は、登校・出勤等を控え、速やかにかかりつけ医等に 

相談しましょう。 
 

◎オミクロン株は、感染拡大の速度が非常に速く、密集・密閉・密接への対策を 1つでも欠くと、感 

染する危険性が高くなります。 

◎お互いを守り合う気持ちで、引き続き、ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

納め忘れはありませんか？  
◎町・県民税   ◎固定資産税  
◎軽自動車税   ◎国民健康保険税  



農
振
除
外
の
申
請

を
受
け
付
け
ま
す 

 

《
産
業
課
》 

 

町
で
は
、「
農
業
振
興
地
域
の
整
備

に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
農
業

振
興
地
域
内
に
『
農
用
地
区
域
』
を

設
定
し
、
こ
の
区
域
を
農
業
上
の
用

途
に
供
す
る
土
地
と
し
て
定
め
て

い
ま
す
。 

 

農
用
地
区
域
内
の
土
地
を
農
用

地
以
外
の
用
途
（
住
宅
の
建
築
な
ど
）

に
利
用
す
る
場
合
、
事
前
に
『
農
振

除
外
（
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
）
』

の
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
申
請
の
受
け
付
け
は
、
年
二

回
を
予
定
し
て
い
て
、
受
け
付
け
の

翌
月
か
ら
各
関
係
機
関
と
の
調

整
・
協
議
や
公
告
・
縦
覧
な
ど
の
手

続
き
を
経
て
、
認
可
さ
れ
る
ま
で
約

六
カ
月
間
を
要
し
ま
す
。 

※
国
、
県
等
の
事
業
に
よ
り
、
除
外

で
き
な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。 

●
受
付
期
間 

 

四
月
一
日
（
金
）
～
二
十
八
日
（
木
） 
 

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先 

産
業
課 

農
地
班 

（
内
線
２
９
４
） 

 

水
稲
種
子
助
成

事
業
に
つ
い
て 

 

《
産
業
課
》 

 

町
の
水
稲
生
産
者
の
次
期
作
に
向

け
た
経
費
の
負
担
軽
減
お
よ
び
生
産

意
欲
の
向
上
を
図
る
た
め
、
水
稲
の

種
子
購
入
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。 

●
助
成
対
象 

水
稲
作
付
面
積
一
〇
ア
ー
ル
以
上
の

町
に
住
所
を
有
す
る
水
稲
生
産
者 

●
対
象
面
積 

令
和
四
年
度
水
稲
作
付
面
積
（
加
工
用

米
・
飼
料
用
米
・
備
蓄
用
米
等
含
む
） 

●
対
象
経
費 

令
和
四
年
産
用
水
稲
種
子
購
入
費

の
一
部
（
補
助
率
八
〇
％
以
内
） 

●
申
請
方
法 

後
日
、
町
農
事
振
興
会
を
通
し
て
チ

ラ
シ
配
布
等
で
お
知
ら
せ 

●
問
い
合
わ
せ
先 

産
業
課 

農
業
振
興
班 

（
内
線
２
９
１
・
２
９
２
・
２
９
３
） 

 

手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
に
つ
い
て 

 

《
町
民
生
活
課
》 

 

令
和
四
年
度
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。 

 

聴
覚
障
害
者
の
生
活
や
福
祉
制

度
に
つ
い
て
理
解
と
認
識
を
深
め
、

日
常
生
活
に
必
要
な
手
話
を
習
得

し
ま
す
。 

入
門
課
程
（
初
心
者
向
け
） 

●
講
座
期
間
・
時
間 

 

五
月
十
三
日
か
ら
十
一
月
十
一
日

ま
で
の
毎
週
金
曜
日 

 

午
後
七
時
～
八
時
三
十
分 

●
場
所 

 

五
所
川
原
市
中
央
公
民
館 

 

二
階 

第
一
会
議 

●
内
容 

手
話
実
技
、
講
義
、
交
流 

●
対
象 

 

聴
覚
障
害
者
と
の
交
流
を
希
望
し
、

手
話
を
学
び
た
い
十
六
歳
以
上
の
方 

●
定
員 

十
五
名 

●
受
講
料 

無
料 

※
テ
キ
ス
ト
代
実
費
三
、
三
〇
〇
円

税
込 

●
申
込
方
法 

 

四
月
二
十
日
（
必
着
）
ま
で
に
往
復

は
が
き
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

 

受
講
の
可
否
は
返
信
用
は
が
き
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

基
礎
課
程 

●
講
座
期
間
・
時
間 

 

四
月
十
九
日
か
ら
十
月
十
八
日
ま

で
の
毎
週
火
曜
日 

 

午
後
七
時
～
八
時
三
十
分 

●
場
所 

 
つ
が
る
市
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

「
松
の
館
」
一
階 

会
議
室
Ｂ 

●
内
容 
手
話
実
技
、
講
義
、
交
流 

●
対
象 

入
門
課
程
修
了
者
の
方 

●
定
員 

十
二
名 

●
申
込
方
法 

 

三
月
三
十
日
（
必
着
）
ま
で
に
往
復

は
が
き
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

 

あ
て
先
は
、
「
〒
〇
三
七
―
〇
六
三

二 

五
所
川
原
市
高
野
字
柳
田
二
四

五
―
一 

西
北
五
ろ
う
あ
協
会
手

話
対
策
部
」。 

 

受
講
の
可
否
は
返
信
用
は
が
き
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ
先 

五
所
川
原
市
役
所
福
祉
部
福
祉

政
策
課 

☎
３
５
―
２
１
１
１
（
内
線
２
４
９
９
） 

つ
が
る
市
役
所
障
害
福
祉
係 

☎
４
２
―
２
１
１
１ 

（
内
線
２
４
１
・
２
４
８
） 

西
北
五
ろ
う
あ
協
会
手
話
対
策

部
（
担
当
：
工
藤
） 

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
９
―
２
４
２
１ 

 

交
通
災
害
共
済

（
一
日
一
円
保
険
）

の
加
入
受
付
を

開

始

し

ま

す  

《
町
民
生
活
課
》 

 

青
森
県
交
通
災
害
共
済
は
、
交
通

事
故
に
よ
る
被
災
者
を
救
済
す
る

た
め
の
共
済
制
度
で
す
。 

日
本
全
国
ど
こ
で
起
き
た
交
通

事
故
で
も
、
弔
慰
金
ま
た
は
災
害
の

程
度
に
応
じ
て
見
舞
金
を
お
支
払

い
し
ま
す
。 

共
済
の
加
入
は
、
随
時
受
け
付
け

を
し
て
い
ま
す
が
、
令
和
四
年
四
月

一
日
以
降
に
受
け
付
け
し
た
場
合
、

共
済
期
間
は
受
け
付
け
時
か
ら
令

和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

窓
口
で
の
加
入
の
ほ
か
、
町
内
会

や
子
ど
も
会
な
ど
で
団
体
加
入
の

取
り
ま
と
め
を
し
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

弔
慰
金
、
見
舞
金
の
請
求
期
間
は

交
通
事
故
か
ら
一
年
以
内
と
な
り

ま
す
。 

●
加
入
資
格 

①
鶴
田
町
内
の
住
民
基
本
台
帳
に

記
録
さ
れ
て
い
る
方 

②
①
の
方
と
生
計
を
一
緒
に
し
て

い
る
方
で
、
就
労
ま
た
は
修
学
の

た
め
鶴
田
町
外
に
住
所
を
移
し

て
い
る
方
（
県
外
で
就
職
し
た
場

合
は
加
入
資
格
な
し
） 

●
会
費 

 

一
人
三
五
〇
円 

 

（
途
中
加
入
も
三
五
〇
円
） 

●
共
済
期
間 

 

四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
（
途
中
加
入
は
受
け
付

け
時
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
） 

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先 

 

町
民
生
活
課 

く
ら
し
の
窓
口
班 

（
内
線
１
５
２
） 

 

イ
ン
グ
リ
ッ
シ

ュ
デ
イ
開
催
中

止
の
お
知
ら
せ 

 

《
企
画
観
光
課
》 

 

開
催
を
延
期
し
て
お
り
ま
し
た

令
和
三
年
度
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

デ
イ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
開
催

を
中
止
い
た
し
ま
す
。 

ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 



●
問
い
合
わ
せ
先 

企
画
観
光
課 

ま
ち
づ
く
り
班 

（
内
線
２
６
１
） 

 ま
ち
づ
く
り
へ
の

提
言
に
つ
い
て 

 

《
企
画
観
光
課
》 

 

皆
さ
ま
が
町
政
に
対
し
て
考
え

て
い
る
ご
意
見
・
ご
要
望
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
ご
意
見
・
ご
要
望
お

よ
び
回
答
は
、
広
報
の
誌
面
に
匿
名

で
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

 

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
原
則
と
し

て
回
答
い
た
し
か
ね
ま
す
。 

①
町
政
に
関
係
な
い
も
の 

②
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の 

③
苦
情
ま
た
は
、
特
定
の
個
人
や
団

体
を
誹
謗
中
傷
す
る
も
の 

④
企
業
な
ど
の
営
利
・
営
業
活
動
を

目
的
と
す
る
も
の 

⑤
政
治
・
宗
教
に
関
す
る
も
の 

※
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
等
に
記

入
が
な
い
も
の
、
ま
た
は
入
力
が

不
完
全
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
町

政
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
回
答
い
た
し
か
ね
ま
す

の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。 

●
ご
意
見
・
ご
要
望
の
提
出
方
法 

・
封
書
ま
た
は
は
が
き
で 

鶴
田
町

役
場
企
画
観
光
課
「
ま
ち
づ
く
り

へ
の
提
言
」
係 

と
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。 

・
メ
ー
ル
で
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご

意
見
・
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム

か
ら
、
件
名
に
「
ま
ち
づ
く
り
へ

の
提
言
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ
先 

企
画
観
光
課 

ま
ち
づ
く
り
班 

（
内
線
２
６
１
） 

 

令
和
四
年
度
町
・

県
民
税
（
兼
国
保

税
）
申
告
期
限
の

延
長
に
つ
い
て 

 

《
税
務
会
計
課
》 

令
和
四
年
度
の
町
・
県
民
税
（
兼

国
保
税
）
の
申
告
に
つ
い
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
申
告
が
困
難
な
方
に
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
申
告
期
限
を
延

長
し
ま
す
。 

●
日
時
・
場
所 

▽
令
和
四
年
三
月
十
六
日
（
水
）
か

ら
三
月
二
十
四
日
（
木
）
ま
で
の

平
日 

 

午
前
八
時
三
十
分
～ 

午
後
三
時
三
十
分
（
受
付
終
了
） 

 

国
際
交
流
会
館
２
０
２
会
議
室 

▽
令
和
四
年
三
月
二
十
五
日
（
金
）

か
ら
四
月
十
五
日
（
金
）
ま
で
の

平
日 

午
前
八
時
十
五
分
～ 

午
後
四
時
（
受
付
終
了
） 

税
務
会
計
課 

●
対
象
者 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
、

濃
厚
接
触
等
に
よ
り
三
月
十
五

日
（
火
）
ま
で
に
申
告
が
困
難
な

方
の
み
が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ
先 

 

税
務
会
計
課 

税
務
相
談
班 

（
内
線
１
２
１
・
１
２
６
） 

 

友
の
会
新
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す 

 

《
道
の
駅
つ
る
た
》 

 

道
の
駅
つ
る
た
「
鶴
の
里
あ
る
じ

ゃ
」
農
産
物
直
売
所
内
Ｊ
Ａ
つ
が
る

に
し
き
た
鶴
翔
農
産
物
直
売
コ
ー

ナ
ー
友
の
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農家の皆さまへ 雪害防止対策について 
【鶴田町豪雪対策本部】  

【産業課・鶴田町農業支援センター】  
気象情報に注意し、次の点に留意して、大雪による枝折れやハウス倒壊など被害の

未然防止と軽減に努めてください。  

【りんご等果樹】 
■雪が新しく軽いうちに、樹の雪下ろしを行う。 
■不要な枝や徒長枝は剪去し、雪が積もらないようにする。 
■わい化樹の下枝等の雪中の枝先は、雪が新しいうちに抜き上げ、側枝がすべて埋もれている
場合は、枝を掘り上げる。 

■剪定によって落とす見込みの枝が雪中に埋もれている場合は、早めに切り取り、塗布剤を 
塗って切り口の保護に努める。 

■裂けている枝は、半分程度であれば裂け目がくっつく可能性が高いので、傷口を密着させ 
て支柱で補強する。 

■融雪促進剤は事前に園地に運搬しておく。 
 

【野菜・花き】 
■ハウスは倒壊しないよう、点検・補修を行うと共に、支柱や筋交いなどを取り付け補強する。 
■ハウスに積もった雪は早めに下ろし、側面の雪も速やかに除排雪する。 
■ハウスが破損した場合は、速やかに補修する。 
■冬期間ハウスを利用しない場合は、ビニールをはぐ。 



各種行事 開催中止のお知らせ 

新型コロナウイルス感染症対策のため、以下の行事について３月中は中止とさせていただきます。皆様のご理解と

ご協力をお願いいたします。 

○傾聴サロン ○健康運動教室 ○介護予防事業に関する各種教室等（ヨーガ、フラダンス、ココリラ体操など） 

今後の開催については、広報お知らせ版や町ホームページ等でお知らせしますので、ご確認くださるようお願いし

ます。 

☆町ホームページやフェイスブックでは、自宅でも実践できる『つるりん体操』の動画を見ることができますので、

運動不足解消にぜひご活用ください。 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

  

 

  

 

 

 

      

     

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新型コロナワクチン初回接種（１・２回目接種）に関するお知らせ 
 

★新たに満 12歳になる方 ★既に接種券が届き、接種が遅れている方 

現在、令和４年３月９日時点で 12歳となる方へ接種

券を発送しています。 

３月１０日以降にお誕生日を迎える方には順次発送

し、予約開始日・接種日等をお知らせします。 

随時受付しています。 

接種を希望される方は早めのご予約をおすすめします。 

※現在、医療機関での個別接種のみ予約可能です。 

※接種券が必要です。紛失された方は、再発行することができますので、お問い合わせください。 

◎予約・相談専用電話  TEL 0173－22－6001 （平日 午前 9時～午後 4時 30分） 
※初回接種（1・2回目接種）は、ＬＩＮＥ、Wｅｂサイトでの予約は行っておりません。 

 

 

町の保健だより 

 新型コロナワクチン追加接種（３回目接種）に関するお知らせ 

★町では、国の方針に基づき、医療従事者等・高齢者施設入所者等に続き、高齢者以降の方の追加接種（3回

目接種）を、順次開始しています。 

★接種券は、ワクチンの供給状況に応じ順次発送しており、現在 2回目接種終了日から６か月を経過する前

に発送しています。また、予約受付時に混みあうことを避けるために、2回目接種終了日の早い順番に小分

けにしています。 

★予約開始日時や予約方法など、詳しくは接種券に同封するチラシをご覧ください。 

 

連絡先：健康保険課 健康長寿班（内線 131～136） 

令和４年 

新型コロナウイルス感染症対策について 
○人との距離や換気を心がけましょう。    ○手洗い・マスクの着用などを徹底しましょう。 

○一人ひとりの行動が感染防止につながりますので、ご協力をお願いします。 

 《感染について心配な方》                       《健康面・予防方法について心配な方》 

・厚生労働省電話相談窓口             TEL 0120-565653   ・県コールセンター TEL 0120-123-801 
・受診・相談センター（五所川原保健所） TEL 0173-34-2108 ・役場 健康保険課  TEL 22-2111 

☆3月 1日～3月 8日 女性の健康週間  ☆3月 1日～3月 31日 自殺対策強化月間 

 

新型コロナワクチン（5歳～11歳のお子さん）に関するお知らせ 

★町では、国の方針に基づき、5～11歳の小児へのワクチン接種（1・2回目）を 3月中旬から実施します。 

★ワクチンが段階的に供給されるため、5年生から接種を開始し、その後は供給状況に応じ学年毎に接種日

時等を設定する予定ですので、ご理解とご協力をお願いいたします。 

★接種対象者には順次接種券等を発送しますので、同封するチラシ及び「厚生労働省 新型コロナワクチン

接種についてのお知らせ」をご覧ください。 


